ラーフリコフ&コリッキー　『ソビエト経営管理思想史(新訂・増補版)』(III) by 宮坂 純一




宮 坂 高竜 一(訳〉
目次
序文
第 1 章 1920年代におけるソピ、エト管理論の生成と発達
第 1 節 労働と管理の科学的組織をめざす運動の組織的諸形態
第 2節 労働と管理の科学的組織の理論と実践の相互関連(以上第 4巻第 3 号〉






















































(195) ぺー・ケノレジェンツェフ ~HOT。科学的労働組織と党の課題.11， 6 ページ参照。





































(20) ベー・エスマンスキー『組織活動の科学的基礎jJ， 1920年， 6 ページ。
(201) エヌ・アモソフ『組織化された計画に関する一般的な意見jJ， 1922年， 56""""57ページ。





































(206) ベー・ケノレジェンツェフ『自分自身から組織せよ j (第 5 版)， 1927年， 68'""69ページ。






















ヴィトケは，まず第 1 回モスクワ管理技術の科学的組織会議(1922年 9 月〉においてそして
その後の第 2 回全ソ科学的労働組織のOT) 会議一一この時はヨリ展開された形でーーにおい
て，つぎのような課題を提起した。①労働の科学的組織 (HOT) と管理の科学的組織 (HOY)
の社会的性質を認識すること，②実践的内容と理論的基礎をあきらかにすること，③管理の科










(209) W第 2 回全ソ科学的労働組織会議~ (第 2 集)， 22ページ。



































(212) エヌ・ヴィトケ「管理の科学的組織J (11管理技術の科学的組織jJ， 1924年所収)， 3 ページ。


































(214) r第 1 回モスクワ管理技術標準化会議。 1922年 9 月 21"'-'23 日 J ， 1922年， 10ページ。
(215) エヌ・ヴィトケ『管理組織と工業発達11 ， 72ページ。
(216) 向上， 77ページ。
(217) 向上， 132ページ。















ュクサム CP. Vanuxem) とウィルボア(J. Wilbois) から成る学派をつくりあげ，極めて形
















ヘ(219) エヌ・ヴィトケ『管理組織と工業発達~， 8 ベージ。
(220) エヌ・ヴィトケ「現代の科学的労働組織の組織的諸問題J(1í管理技術の科学的組織』所収)， 22ページ。






































ている。(ゲー・ポポフ『管理論の諸問題11 ， 1970年， 57ベージ， 103--104ページ等々を参照のこと。〉
(25) イェ・ロズミロヴィチ，前掲書， 202----209ページ。
(26) エヌ・ヴィトケ「管理の諸問題J (~組織と管理の諸問題11， 1922年， No. 2), 22ページ。
(27) エヌ・ヴィトケ『管理組織と工業発達11 ， 178ページ。
(28) 例えば，イェ・ロズミロヴィチ「科学的労働組織に関する労農監督局の活動結果によせてJ (W ソピ



































(29) レーニン全集(露版)， 122........23ページ。 (1 ロシア共産党(ボ〉第11回大会1922年 3 月 27 日 ........4 月 2
日 J)














































これらの方途はいづれも，確かに重要ではあるが， r中間環J の問題をそれ 1 つで自立的に
解決することはできない。ドゥナエフスキーもこれを明確に理解しており，両方の方途を同時
に適用することを勧告している。かくして，いま我々の前には生産管理改善の問題に対する総





















































であった。彼は組織進歩を 3 つの基本的な局面に分割している。それぞれの局面はまた 3 つの
局面から成りたっている (56ページの表を参照)。
ドウナエフスキーは人間集団のすべての組織活動に固有な一連の特色を摘出し，そのうえ








(237) ~全ウクライナ労働研究所報告集，第 2 集j]， 1928年， 7 ページ。
(238) 向上， 5 ページ。


























































その後70年代にはいりゲー・ポポフ (r. 口OIIOS) によって社会主義生産管理科学の概念が論

















































(243) たとえば，ヴェ・ソヴァロフ『ソビエト権力の経済政策~， 1929年， 12ページ参照。
(244) ヤー・ローゼンフェリト『ソ連邦工業政策(1917"-'1925年)~， 1926年， 9 ベージ。















この概念の代表者はソ連邦ゴスプラン研究員エム・ルダコフ (M. pY，QaIws) である。管理


















(246) たとえば， r社会主義の政治経済学史(第 2 版)~， 1983年参照。
(247) r第 2 回全ソ科学的労働組織会議~ (第 2 集)， 87ページ。




































(250) エム・ノレダコフ「ソビエト経済システムの組織化におけるノットの問題J (r労働の諸問題ll ， 1924 
年， No. 3), 71ページ。
(251) エム・ルダコフ『管理の計算・計画システム ll ， 53"-'54ページ。
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(25) エム・ノレダコフ「管理機関改善方法としての管理の計算・計画システムJ (~経済と管理.!I， 1925年，
No. 3), 49ページ。
(256) エム・ノレダコフ「ソピ、エト経済システムの組織化におけるノットの問題J ， 71ページ。















































「科学的労働組織 (HOT) は，経済的基盤のうえに立って」はじめて rr学生』時代を卒業し，
(おの
工場， トラストそして行政機関において経済的な歩みを踏みだすのであるJ，と書いている。























(259) エム・ルダコフ「ソジエト経済システムの組織化におけるノットの問題J ， 71ページ。





































(261) イー・ブノレジャンスキー「合理化と技術J (~経済の諸問題>， 1929年， No. 7-8) , 193ページ。










































































主義合理化問題によせてJ (<カザン科学的労働組織研究所通報>， 1929年， No. 10) , 6 ページ。
(267) イー・ブノレジャンスキー「経済運営方法および科学としての合理化J (W合理化をめざしてjj 1926年，
No. 6), 5 ~6 ページ。
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第 1 のものは企業管理に関する科学である。 Iこれは我々が見ている前で絶えまなく発達し
(却の
































(26&) イー・ブルジャンスキー『生産合理化の基礎11 ， 234ページ。























(270) イー・ブノレジャンスキー「合理化と技術J (~カザン科学的労働組織研究所通報jJ， 1929年， No. 5), 
3 ページ。また，共産主義アカデミー技術分科会での彼の報告(~経済の諸問題11 1929年， No. 7-8, 
191'"'"'300ページ〉を参照されたい。
(271) イー・ブルジャンスキー「合理化とはし、かなるものか? 再論JC~合理化をめざして111929年， No. 
9), 19ページ。
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